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第
四
条
を
第
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
指
導
）

第
六
条

法
第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
指
導
は
、
日
本
語
に
通
じ
な
い
こ
と
に
よ
る
学
習

上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
に
、
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
能
力
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
特
別
の

指
導
で
あ
つ
て
、
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
又
は
中
学
部
の
児
童
又
は
生
徒
の
う
ち
当
該
指
導
を
文
部
科
学
大
臣

が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
教
育
課
程
の
一
部
と
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も

の
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
五
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
七
条
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す

る
。第

二
条
中
「
同
条
第
一
項
」
を
「
法
第
七
条
第
一
項
」
に
、「
第
七
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条

と
し
、
第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
指
導
）

第
二
条

法
第
七
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
指
導
は
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難

を
克
服
す
る
た
め
に
障
害
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
特
別
の
指
導
で
あ
つ
て
、
小
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
中
学
校
（
義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
及
び
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
児
童
又
は
生
徒
（
特
別
支
援
学
級
の
児
童
又
は
生
徒
を
除
く
。）の
う
ち
当
該

指
導
を
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
教
育
課
程
の
一
部
と
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
七
条
第
一
項
第
六
号
の
政
令
で
定
め
る
特
別
の
指
導
は
、
日
本
語
に
通
じ
な
い
こ
と
に
よ
る
学
習
上
又
は

生
活
上
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
に
、
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
能
力
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
特
別
の
指
導
で

あ
つ
て
、
小
学
校
又
は
中
学
校
の
児
童
又
は
生
徒
の
う
ち
当
該
指
導
を
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

教
育
課
程
の
一
部
と
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
調
整
規
定
）

第
四
条

平
成
二
十
九
年
改
正
令
の
施
行
の
日
が
平
成
二
十
九
年
十
月
八
日
後
と
な
る
場
合
に
は
、
第
九
条
の
う
ち
、

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連
業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第
四
二
号
の
改
正
規
定
中

「
同
号
イ

に
規
定
す
る
権
限
あ
る
当
局
の
認
定
を
受
け
た
者
が
証
明
し
た
書
類
（
以
下
「
認
定
輸
出
者
原
産
地
証

明
書
」
と
あ
る
の
は
「
経
済
上
の
連
携
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
と
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
第
三
十
九
条

⒝
、
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
協
定
附
属
書
二
第
十
五
条
⒝
又

は
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
ペ
ル
ー
共
和
国
と
の
間
の
協
定
第
五
十
三
条
⒝
に
規
定
す
る
原
産
地
申
告

（
以
下
「
原
産
地
申
告
」
と
、
同
表
第
五
三
号
の
三
の
改
正
規
定
、
第
五
五
号
の
改
正
規
定
及
び
第
五
六
号
の
二
の

改
正
規
定
中
「
認
定
輸
出
者
原
産
地
証
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
原
産
地
申
告
」
と
、
同
表
第
七
五
号
の
改
正
規
定
中

「
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
」と
、「
第
三
条
第
一
項
」」と
あ
る
の
は「
第

二
条
第
一
項
」」と
、
附
則
第
一
条
第
二
号
中
「
認
定
輸
出
者
原
産
地
証
明
書
」
と
あ
る
の
は
「
原
産
地
申
告
」
と
す

る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
改
正
令
第
六
条
の
う
ち
、
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
輸
出
入
等
関
連

業
務
の
処
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第
四
二
号
、
第
五
三
号
の
三
、
第
五
五
号
及
び
第
五
六
号
の
二
の
改
正

規
定
中
「
別
表
第
四
二
号
中
「
経
済
上
の
連
携
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
と
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
第
三

十
九
条
⒝
、
日
本
国
と
ス
イ
ス
連
邦
と
の
間
の
自
由
な
貿
易
及
び
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
協
定
附
属
書
二
第
十
五

条
⒝
又
は
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
ペ
ル
ー
共
和
国
と
の
間
の
協
定
第
五
十
三
条
⒝
に
規
定
す
る
原
産
地

申
告
（
以
下
「
原
産
地
申
告
」
を
「
同
号
イ

に
規
定
す
る
権
限
あ
る
当
局
の
認
定
を
受
け
た
者
が
証
明
し
た
書
類

（
以
下
「
認
定
輸
出
者
原
産
地
証
明
書
」
に
改
め
、
同
表
第
五
三
号
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
五
三
号
の
三
」

と
、「
中
「
原
産
地
申
告
」
を
「
認
定
輸
出
者
原
産
地
証
明
書
」
に
、「
」
と
あ
る
の
は
「
中
「
」
と
、
同
表
第
七
五
号

の
改
正
規
定
中
「
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
」
と
、「
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
条
第
一
項
」
と
す
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
百
二
十
八
号

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

内
閣
は
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第

百
十
六
号
）
第
七
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
、
第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
並
び
に
第
十
五
条
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
二
条
た
だ
し
書
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
四
十
七
条
の
五
第
一
項
及
び
第
五
項
並
び
に
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
体
制

の
充
実
及
び
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め
の
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
五
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

（
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政

令
第
二
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
七
条
」
を
「
法
第
七
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
条
」
を「
法
第
八
条
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
、「
定
め
る
数

第
八
条
の
二
」
を
「
定
め

る
数

法
第
八
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

法
第
十
五
条
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
事
情
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
整
備
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
教
職
員
の
数
を
加
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
掲
げ
る
数
を
当
該
各
号
に
定
め
る
法
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
数
に
加
え
る
も
の
と
す
る
。

一

小
学
校
、
中
学
校
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
に
つ
い
て
、
当
該
学
校
に
お

い
て
障
害
に
応
じ
た
特
別
の
指
導
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
児
童
又
は
生
徒
の
当
該
障
害
の
種
類
及
び
当
該
学

校
の
所
在
す
る
地
域
の
地
理
的
条
件
を
勘
案
し
、
当
該
学
校
に
お
い
て
当
該
指
導
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、当
該
学
校
の
人
的
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
整
備
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の
数
等
を
考
慮
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
定
め

る
数

法
第
七
条

二

特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
又
は
中
学
部
に
つ
い
て
、
当
該
学
校
に
対
す
る
学
校
教
育
法
第
七
十
四
条
の
要
請

の
状
況
並
び
に
当
該
学
校
の
規
模
、
教
職
員
の
配
置
の
状
況
そ
の
他
の
組
織
及
び
運
営
の
状
況
を
勘
案
し
、
当

該
学
校
が
当
該
要
請
に
応
じ
て
同
条
の
責
務
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
学
校
の
人
的
体
制

の
整
備
を
行
う
こ
と
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
整
備
を
行
う
こ
と
が
特
に

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学
校
の
数
等
を
考
慮
し
て
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
数

法
第
十
一
条

第
五
条
第
五
項
中
「
に
お
い
て
は
、」の
下
に「
同
号
に
規
定
す
る
共
同
学
校
事
務
室
が
置
か
れ
て
い
る
学
校
及
び
」

を
加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
の
初
任
者
研
修
若
し
く
は
同
法
」
を
削
り
、「
又
は
法
」
を「
又
は
」

に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。
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